
営農類型 耕作規模 氏　　名 年齢 性別 職業 組織の名称
代表者又は
管理者氏名

活動の目的
構成
員数

構成員の
資格・要件等

1 応募 内田　光徳 67 男性 農業 R 7.12.12～　　ＪＡ水郷つくば　第23代都和総代 非該当
　農業への担い手不足、遊休農地の増
加への大きな変化。地域農業の持続に
協力したいと考えたからです。

　代々農家に生まれ、幼少の頃から畑
と育ってきました。普通にサラリーマ
ンとして企業に勤めて、定年退職後、
今は本気で農業を行っております。
　農地に活気をと願います。

大房農家組合 高橋　弘一 農家組合の発展と親睦 6人
旧大房地域の
農業者で構成

　地域の大型稲作専業農家であり、農
家の信頼も非常に高い。

乙戸町内会
乙戸地区長
下村　利充

地域的な共同作業
良好な地位社会の維持及び形成

約700
世帯
（約
1,700
人）

乙戸地域に住
所を有する個
人で構成

　長年にわたり地域農業に従事し、稲
作の生産技術や農地管理に深い知識と
経験を有しています。
　また、農業後継者の育成や耕作放棄
地の解消に積極的に取り組み、地域農
業の発展に大きく寄与してきました。
　さらに、農業委員を1期、農業協同組
合の総代と元乙戸町内会会計などの要
職を歴任し、地域住民からの信頼も厚
く、調整力と誠実な人柄で多くの課題
解決に尽力してきました。
　これらの実績と人望から、農業委員
としての職務を誠実かつ的確に遂行で
きる人物であると確信し、ここに推薦
いたします。

乙戸地区資源保全　活
動組織

下村幸男

推薦者
副代表
下村　浩

地域の農地や水路を守るため、水路の
浚渫や除草を行い、地域農地の環境保
全

農業者
27人

非農業
者3人

乙戸地区に在
住する農業者
や非農業者で
構成

　乙戸地区資源保全組織の設立時から
先頭に立ち、組織代表として10年間乙
戸地区の農地環境の保全に尽力してい
る。
　これらの経験や実績を持つ方に引き
続き農業委員として農業行政に携わっ
て頂きたい。

土浦市外十五ヶ町村
土地改良区

藤澤　順一
農業生産基盤整備のための土地改良
事業を目的とする

5,802
人

昭和28年10月
28日設立

受益面積
2,087ha

理事20名、
監事 3名、
総代80名

　農業事情に詳しく、農政への取り組
みに意欲的であるため

中村揚水組合 永井　義一 水田への揚水及び管理 50件
　地域の農業、農地、農家の情報に精
通しており、揚水、環境整備、農地集
積等に貢献し、意欲があるため

中村第２農家組合 栗原　康二 農業用水、農道の管理、農政連絡など 4

中村町一区地
内において、
10a以上の耕
作農家

農政に精通しており、地域の農業に貢
献している。

推薦を受ける者又は応募した者 推薦する者

農業経営の状況 個人推薦 団体推薦№
推薦
又は
応募 氏　　名 年齢 性別 職業 経　　歴

認定農業
者等の別

応募をする理由
（※自己応募者のみ記載）

抱負等 推薦の理由

2
団体
推薦

下村　幸男 71 男性 農業
R 3. 7～ R 5. 7　　農地利用最適化推進委員
R 5.7.20～　現在　 土浦市農業委員会委員

水稲
　田　 700a
　畑　　10a

元認定農業
者

（個人）

　水稲農家で乙戸地区を中心に５集落
にわたり、水田を耕作しています。
　乙戸地区の農業の継続では、水田を
どのような形で後継者へ繋ぎ農業を守
るのか、また、現在耕作している集落
の農家の皆さんと連携して、社会にど
のように貢献できるのか、これらが最
大の課題かと考えています。
　農業委員を１期務めさせて頂いて気
が付いたのが、方針や施策と現場の
ギャップです。まだまだ問題が山積し
ており、問題解決に尽力したいと存じ
ます。

3
団体
推薦

川村　剛久 65 男性 農業

H12. 4～現在　中村第二農家組合長
H23.　7.20～現在　土浦市農業委員
　　　　　　　　　R5年7月から会長就任
H24. 4～現在　中村揚水組合会計
H31. 3～R 2. 3　中村町一区地区長
R 4. 4～現在　土浦市外十五ヶ町村土地改良区理事

水稲
果樹

ふくれみ
かん加工

　田　 100a
　畑　 110a

認定農業者
（個人）

　全国的に高齢化や人口減少の本格
化、また農地所有者による不耕作地、
相続などによる不在村の農地が出てく
ることが明らかになり、農業者の減少
や荒廃農地の拡大が進み、地域の農地
が将来適切に利用されなくなることが
懸念される中、農地の有効利用ににつ
ながるよう農地の集積、集約化等の取
り組みが重要である。
　昨年策定された地域計画(毎年ブラッ
シュアップされます)により、将来の農
業のありかたや農用地の効率的かつ総
合的な利用に関する目標として農業を
担う者ごとに農地の集積集約等、将来
の農地の有効利用が地図化されまし
た。
　土浦市の現状としても上記に述べた
ように高齢化に伴う基幹的農業従事者
の減少、これに伴い担い手の減少、TPP
による価格競争、天候リスクなど様々
な課題に直面しています。
　農業委員としては、農業委員会総会
において地域計画変更への意見表明が
明定されており、農地の権利移転(促進
計画の設定、転用等)等の協議により地
域計画の動きを把握し、土浦市の部局
と情報を共有し実行に関与していくこ
と、また農地の有効利用において経営
移譲による担い手の確保、新規就農者
の育成、経営体の法人化等において尽
力していきたいと思います。



営農類型 耕作規模 氏　　名 年齢 性別 職業 組織の名称
代表者又は
管理者氏名

活動の目的
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推薦を受ける者又は応募した者 推薦する者

農業経営の状況 個人推薦 団体推薦№
推薦
又は
応募 氏　　名 年齢 性別 職業 経　　歴

認定農業
者等の別

応募をする理由
（※自己応募者のみ記載）

抱負等 推薦の理由

5
団体
推薦

上野　茂男 73 男性 農業
R 5　～　R 7　新治梨部会部会長
R 7　～　　　 沢辺土地改良区理事長

認定農業者

　私の住んでいる地区では.農業法人が
委託希望の水田を借り入れて耕作して
くれています。
　又畑も条件の良い圃場はソバを栽培
しているので.ほかの地区よりは耕作放
棄地は少ないと思いますが.私が就農し
た50年前と比較すると、畑の耕作放棄
地が増えています。
　私は耕作放棄地を減らす事は難しい
と思いますが、増えないように尽力し
ていき たいと思います。
　私の友人が.梨を100a栽培していまし
たが.今年から40aを定年退職した人に
栽培してもらうことになりました。栽
培技術は友人が教え 農機具はリースし
(消毒機械は中古で購入)、リタイアし
た人でも10年位栽培できると思いま
す。私もこのように経営移譲して行け
たらと思います。
　他業種からの若い新規就農者は理想
を追いすぎて挫折する人もいるようで
すが、個人差はあると思いますが、リ
タイアした人の方が現実的なので成功
するように思います。
　このような事に行政も取り込むの も
面白いかも。

沢辺区

沢辺土地改良区

沢辺区長
佐藤　忠弘

住民による活力ある生産性豊かな街つ
くりを目指す

228人

沢辺区
沢辺地区に在
住するもので
構成

沢辺土地改良
区
沢辺地区に在
住する農業者
で構成

　長年にわたり農業に従事し、堅実で
区民からの信頼も厚く、現在は沢辺土
地改良区の理事長職をこなし、これか
らの農業後継者作りをするうえで、な
くてはならない存在だと思います。
　是非、農業委員となって活躍して頂
きたく、ここに適任者を推薦いたしま
すので、よろしくお願いいたします。

6
個人
推薦

池田　有美 43 女性 行政書士

H31. 1〜R 2. 1　　行政書士池田うみ事務所開業
R 2. 1〜R 5. 1　　行政書士池田うみ事務所を廃業
　　　　　　　　　するとともに商号をUMCサポート
　　　　　　　　　へ変更
　　　　　　　　　行政書士法人Blue Ocean
　　　　　　　　　International設立•役員就任 
R 5. 1.31　　　 行政書士法人Blue Ocean 
　　　　　　　　International 役員辞任
R 5. 2. 1〜　　 UMCサポートの商号を行政書士
　　　　　　　　事務所UMCサポートへ変更
R 3. 5. 7〜　　 茨城県行政書士会県南支部理事
　　　　　　　　就任(現:業務部長) 
R 5. 5.末〜　　 茨城県行政書士会理事就任(現:
　　　　　　　　国際部副部長、申請取次行政書士
　　　　　　　　管理委員会委員長、会員指導委員)　　　 
R 5. 5.16〜　　 阿見町人と自然が織りなす輝くま
　　　　　　　　ち有識者会議委員 就任　 
R 5. 8. 2〜　　 特定技能外国人支援機関である
　　　　　　　　「登録支援機関」登録
R 6. 4. 1〜　　 阿見町情報公開•個人情報保護審査
　　　　　　　　会委員 就任
R 6. 4.11〜　　 阿見町商工会青年部部長、県南副
　　　　　　　　会長、県青連理事 就任

　農業委員会と行政書士には、深い関
わりがあります。特に、農地転用手続
きの提出書類には、代理人として行政
書士欄がございます。これは、行政書
士に固有の権限であ り、特別に与えら
れたものであると考えます。
　農業委員会と行政書士との深い関わ
りを築き上げてきた諸先輩方に心から
の敬意を評しつつ、これからも適正な
制度運営を維持するため、この度の農
業委員会委員の募集に応募いたしま し
た。
　行政書士業務を通して得た職務上の
知見に加え、各種組織の理事や委員を
担当した経験を活かし、農地に関する
適正な制度運営に関わってまいりたい
と考えております。また、女性として
の目線も職務の遂行に際し、活かして
いきたいと存じます。

鎌田　惇

永塚　崇洋

大関　啓之

39

51

48

男性

男性

男性

行政書
士
行政書
士
行政書
士

　池田有美行政書士は、行政書士とし
て様々な業務を取り扱い、それに伴う
法令について見識があるほか、阿見町
情報公開U固人情報保護審査会委員に就
任し、特定行政書士の立場から、情報
公開・個人情報保護に係る審査請求事
案について公正・中立な立場で調査審
議を行っている経験を有する。
　これらの見識、経験を踏まえると、
池田有美行政書士は、農業委員会の所
掌事項に関し、職務を適切に行うこと
ができる能力を有するものと思慮す
る。
　以上より、池田有美行政書士を土浦
市農業委員会委員に推薦する理由であ
る。

4 応募 塙　佳樹 70 男性 無職

S53. 4. 1　土浦市役所入庁
H17. 4. 1　土浦市役所環境衛生課長
H20. 4. 1　土浦市商工観光課長
H21. 4. 1　土浦市役所産業部長
H24. 4. 1　土浦市役所市民生活部長
H28. 3.31　定年退職
R 2. 7.20　土浦市農業委員会委員
　　　　　 現在に至る

非該当

　近年の地球温暖化の影響や世界的な
人口増により、農業を中心とした食糧
事情は、ますます厳しさを増してい
る。
　長引くロシアのウクライナへの軍事
侵攻は、世界の穀倉地帯であるウクラ
イナからの小麦の流通を滞らせ、穀物
の高騰を招き多方面に大きな影響を与
えている。
　また、今般勃発したイランへの軍事
侵攻は、全世界へ経済活動の停滞を招
いており、エネルギーや肥料の高騰な
ど農業生産への影響も避けられない状
況にあるといえ、世界的な食糧紛争を
招きかねない状況になっている。
　一方、我が国は主食である米を除
き、穀物を中心に食料の多くを輸入に
頼っており、国の基本である食料自給
率は、カロリーベースで僅か38パーセ
ントと、先進国の中で最低となってい
る。
　国は、これらの状況を打破するた
め、食料安全保障の考え方により、農
業基本法等の改正を行い、農業生産を
増大させ、食料自給率の向上等を図っ
ているが、現代日本の農業は、農業従
事者の高齢化や担い手不足により、耕
作放棄地が増大するなど、脆弱な日本
農業を再興させるには、厳しい状況に
あります。
　このような状況を打破するために
は、私は、若者に農業に従事してみよ
うという気にさせる、魅力ある農業を
確立することが必要であり、農地の集
約化や流動性を高めることにより、大
規模農業経営を可能とし、機械化によ
る省力化、効率的かつ儲かる農業にし
ていかなければならないと考えます。
　現に、土浦市においても、銘柄産地
指定を受けている「レンコン」など流
通性の高い農業には、若者が担い手と
して新規就農している例も見られま
す。
　ついては、担い手の育成や農地の集
約化、流動性の確保、農業の六次産業
化などに加え、ふるさと納税制度を活
用した新たな特産物や加工品の創出な
ど、微力ながら、少しでも土浦市の農
業振興のお手伝いができればと考えて
おります。

　国の根幹である農業は、農業従事者
の高齢化や担い手不足、地球温暖化や
ウクライナ紛争、イラン紛争などによ
り、ますます厳しい状況下にありま
す。
　私は、ふるさと土浦に奉職し、微力
ながら地方行政に少なからず携わって
まいりました。
　農業行政については、平成21年4月か
ら3年間、産業部長として「耕作放棄 
地解消計画」の策定やレンコンの銘柄
産地指定など取り組ませていただきま
した。
　また、R2年7月からは、農業委員とし
て、農地の有効利用や適正管理、集約
化に努めてまいりました。
　つきましては、引き続き、これまで
の経験を少しでも活かして、微力なが
ら土浦市の農業振興の一助となるよう
努めてまいりたいと考えているもので
あります。
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7 応募 弓座　重宣 77 男性 無職 S42. 4. 1～R 5.11　　電気設備現場代理人 非該当

　令和7年3月まで電気設備の現場代理
人として、現場管理（全般）を担当し
施行を実施、令和7年3月以降無職とな
り、農業委員を体験したいと思いま
す。

　過去電気設備において幸治（東京ス
カイツリー、国際展示場）にて工事を
経験し、施行全般、客先との打合せ及
び施工図（パソコン）作業員の確保、
作業指示灯を実施し工事完成に至る。

8
団体
推薦

菅谷　幸治 76 男性 農業

S42　　石岡第一高等学校園芸科卒業　農業に従事
S50　　仲間6人と農業組合法人霞ヶ浦有機センター
　　　 を設置
　　 　以降、理事、H15～H18代表理事務めた。
H 5　　土浦市立第五中学校　PTA会長
H24～H27　　JA水郷つくば外国人受入協議会会長
R 2. 7.20～　現在　　土浦市農業委員
R 3. 4. 1～　手野土地改良区理事長
　　　　　　 手野資源保全会会長

露地野菜
れんこん

　田　800a
　畑　120a

　牧場　50a
　羊　　5頭
　山羊　2頭

認定農業者
（個人）

　産直団体を作って50年以上になりま
す。そこで培った様々な経験を若い人
達に伝えてきました。多くの後継者が
おります。長男もその一人で、さらな
る規模拡大をしております。
　手野地区の栽培されていない畑20ha
の解消に努めましたが、誘致した企業
が破綻して失敗に終わりました。現
在、新たな参入希望者の選定を事務局
の方と共に進めております。実現する
ため委員を続けられたらと思っており
ます。
　若い人達が取り組みやすい環境を作
るため頑張る所存です。

手野土地改良区

菅谷　幸治

推薦者
副理事長
磯原　孝夫

農業用水路や農地の整備・維持管理を
通じて農業生産性の向上と農村環境の
保全を行う。

205人

手野町に在住
する農業者や
手野町に農地
を有する者で
構成

　現在、手野土地改良区並びに同資源
保全会の代表として活躍されていま
す。会員の意見を大切にしつつ、持ち
前の決断力と行動力をもってリーダー
シップを発揮され、両団体の事業を順
調に運営しております。
　また、現農業委員として、耕作放棄
地の解消にも積極的に取り組まれてい
て、市と地域との連携をより進められ
る方としてふさわしい人物と思ってい
ます。
　是非、農業委員として、地域そして
土浦市の農業発展のためにさらに活躍
していただきたいと思っております。

天の川上流土地改良区 酒井　茂幸

農業生産の基盤整備及び開発を図り、
もって農業の生産性の向上、農業総生
産の増大、農業生産の選択拡大および
農業構造の改善に資する。

460人
圃場の維持管
理
243ha

　長年農業に従事しており、農業組織
活動に積極的に参加しており、また地
域活動にも積極的で、これまでの天の
川上流土地改良区の理事、理事長を歴
任され、さらに農業委員を長年務めて
いるため、農業委員として適任と判断
し、推薦する。

永井地区自治会 福田　均
地域住民が諸活動を通じて、安心で住
みよい町づくりを目指す

156人
永井地区に在
住する2/3の
農家で構成

　農業組織活動や地域活動にも説教的
に取り組まれており、農業委員として
活動されており、適任とし、推薦しま
す。

9
団体
推薦

岩瀬　守 77 男性 農業

H16. 4～R 2. 7.19　土浦市農業委員会委員
R 5. 7.20～　現在　土浦市農業委員会委員
　　　　　　　　　　（現：会長職務代理者）
R 5. 4. 1～　現在　天の川上流土地改良区
　　　　　　　　　　理事長

水稲
露地野菜

　田　 250a
　畑　 100a

認定農業者
（個人）

　農業人口の高齢化に伴い遊休地が増
えつつある今日、10年ごとに変化する
農業生産物も需要に応じた作物に取り
組まなければ、立ち遅れてしまいます
ので、今後、経営の省力化を目指し、
スマート農業と言った新しいスタイル
に取り組む努力をしたい。
　山の荘地区の農業経営も10年ごとに
変貌しつつ、60年前、たばこ畑や養蚕
農家から養豚農家が普及し、その後畑
は麦やさつま芋が作付され、その後ゴ
ルフブームに削芝畑が増え、衰退した
後は柿や梨畑となり、現在はそば畑と
変わってきました。
　一方、耕作者の高齢化となり、農家
の後継ぎも出稼ぎに行く様になり、遊
休地が増えつつ、今後の対策として
は、人手の省力化に伴い、農機具も高
価であるが、新しいスマート農業と
言った形態になりつつあると考えま
す。

10
団体
推薦

柴沼　栄 73 男性 農業

H16. 4. 1～H18. 3.31　茨城県県南都市建設事務所
　　　　　　　　　　　つくば地区整備部長
H23. 4. 1～H24. 3.31　茨城県土木部技監
　　　　　　　　　　　兼潮来土木事務所長
H24. 4. 1～H25. 3.31　茨城県企業局次長
H25. 3.31　　　　　　 茨城県退職
H25. 6.22～H27. 6.23　公益財団法人
　　　　　　　　　　　茨城県企業公社専務理事
H30. 2.28～R 4. 2.27　土浦土地改良区総代
H30. 4. 1～R 4. 3.31　土浦土地改良区虫掛地区
　　　　　　　　　　　維持管理委員会副委員長
R 4. 4. 1～現在　　　 土浦土地改良区虫掛地区
　　　　　　　　　　　維持管理委員会委員長

果樹 　畑　 　35a 非該当

　私は、令和2年7月に初めて土浦市農
業委員会委員に任命され、以来ほぼ6年
間この業務に携わってきました。この
間にあっても農地に対する考え方や農
業を取り巻く環境が、大分変化してき
ていることを感じています。
　先ず所有者の農地に対する考え方の
変貌には、驚くばかりです。先祖伝来
の土地という事の背景には、農地を生
活の基盤にしていたことから大事にし
なければならないという思いがあっ 
た。しかし今、生活の基盤ではない農
地がその多くとなってしまったのが現
実です。水田は集積化されつつあり担
い手がいるものの、畑地はその多くが
耕地整理されていないため非農地化 が
進んでいます。
　また、農業を取り巻く環境として、
その経営の難しさを目の当たりにしま
した。6次産業化を目指すとして企業参
入した2社が、共にこの3年間に撤退す
る事態となった。成功事例になればと
期待していたので実に残念です。農業
は天候に左右されるし、販路開拓も併
せて行わなければならない。畑地に
あっては灌漑設備がほとんど不備であ
り、短期間で収益体制を作り上げる困
難さがあります。露地栽培での企業誘
致をするなら、設備を備えた基盤づく
りを施策的に取り組むことも必要であ
り、そして成功事例を作り出すことだ
と考えています。
　次に、私の地元虫掛地区での取り組
みに触れます。未整備のために耕作放
棄地が拡大してしまった約40ヘクター
ルで、蓮根栽培を主とする土地改良を
実施しようとするものです。令和5年度
に畑地帯総合整備事業に採択されたも
のの、未だ足踏み状態のままです。詳
述は控えますが、一部の権利者から事
業参加の同意が得られないためです。
点在する未同意土地により道路•水路等
が寸断されてしまい整備ができないの
です。同じ面的整備事業である土地区
画整理事業にあっては、反対意見を扱
うための第三者機関が制度として設け
られています。旧来の村落共同体を念
頭にした仕組みでは不十分な時代と認
識しなけれ ばなりません。
　農地を生産財として有効活用するた
めには、必要な基盤整備を実施できる
法的・制度的な仕組みと、農業を生業
として取り組む人材が手を挙げようと
する環境作りに政府を上げて行政は 取
り組まねばならないと考えています。
　農地、農業に関する環境が大きく変
化している時世にあって私は、農地の
適正管理を念頭に引き続き取り組んで
いきたいと考えて応募するものです。

土浦土地改良区 小野　治

農業生産の基盤の整備及び開発を図
り、もって農業の生産性の向上、農業
生産の選択的拡大及び農業構造の改善
に資することを目的とする。

1,078
人

木田余地区や
虫掛地区など
8地区内に農
地を所有、耕
作する農業者
で構成する。

　被推薦者は、県職員として長きにわ
たり行政に携わり、退職後は、農業に
専念しながら土地改良区の役員として
幅広い知識を活用し、農業の推進に取
り組んでいる。
　また、地元虫掛地区においては、虫
掛地区維持管理委員長として荒廃した
農地を再生を図るため、土地改良によ
る畑地帯総合整備事業を行うため、地
域をまとめ事業化に向けてリーダー
シップを発揮している。
　被推薦者は、これからの農業政策に
その知識と経験を十分に発揮できる貴
重な人材であるため、農業委員に推薦
するものです。



営農類型 耕作規模 氏　　名 年齢 性別 職業 組織の名称
代表者又は
管理者氏名

活動の目的
構成
員数

構成員の
資格・要件等

推薦を受ける者又は応募した者 推薦する者

農業経営の状況 個人推薦 団体推薦№
推薦
又は
応募 氏　　名 年齢 性別 職業 経　　歴

認定農業
者等の別

応募をする理由
（※自己応募者のみ記載）

抱負等 推薦の理由

上坂田区 栗原　薫
行政区
上坂田地区の運営

58人
上坂田地区に
在住するもの
で構成

　農業経営に対する知識、農業に対す
る熱意、地域活動の実績等を考慮し、
推薦いたします。

下坂田区 小野　満
行政区
下坂田地区の運営

59人
下坂田地区に
在住するもの
で構成

　推薦を受ける者の人柄や農業に対す
る熱意等を考慮し、推薦いたします。

12
団体
推薦

大和田　一夫 72 男性 農業

2010(H22). 3　ＪＡ土浦退職
2010. 4～　　 レンコン農家として就農
2017(H29). 8～2023.7　　農地最適化推進委員
2022. 4～　土浦土地改良区理事
2023. 4～　土浦市農業委員会委員

露地野菜
花き

　田　 490a
　畑　　90a

認定農業者
（個人）

　農業委員として1期3年務めさせて頂
きました。農業従事者の高齢化・後継
者不足のため、遊休農地・耕作放棄地
が益々増加する中、新規就農者を支援
して、増やす事が大事かと活動してい
ます。農地法を学ばせていただきなが
ら、今後はさらに、土浦市の、地域
の、農業・農地を守る様努力をしてま
いります。

土浦土地改良区 小野　治

農業生産の基盤の整備及び開発を図
り、もって農業の生産性の向上、農業
生産の選択的拡大及び農業構造の改善
に資することを目的とする。

1,078
人

木田余地区や
虫掛地区など
8地区内に農
地を所有、耕
作する農業者
で構成する。

　被推薦者は、農協職員として多くの
農業者と関わりを持ちながら指導育成
に携わってきております。そのため、
各地域の農業の実情もわかっており、
自らも認定農業者として耕作放棄地の
解消や、耕作条件の改善に努めており
ます。
　又、土地改良区の役員としても地域
の中心的な役割を担っております。こ
のように経験豊富で、自らも農業者で
ある被推薦者は、これからの農業政策
に能力を十分発揮できる人材でありま
すので、農業委員に推薦するもので
す。

13
団体
推薦

山口　貴士 73 男性 農業
R4. 4. 1～　現在　土浦土地改良区理事
R5. 7.20～　現在　土浦市農業委員会委員

果樹 　畑　19.3a 非該当

　これからのれんこん生産者の若い世
代の担い手育成等に力を注いでおりま
す。
　また、木田余地区県営土地改良事業
推進協議会副会長として、れんこん作
りのための基盤整備事業の早期完成に
向けて中心的な役割を担っておりま
す。
　更には、木田余地区資源保全会代表
として、地域の資源を守るための活動
組織を積極的に進めております。

土浦土地改良区 小野　治

農業生産の基盤の整備及び開発を図
り、もって農業の生産性の向上、農業
生産の選択的拡大及び農業構造の改善
に資することを目的とする。

1,078
人

木田余地区や
虫掛地区など
8地区内に農
地を所有、耕
作する農業者
で構成する。

　被推薦者は、一級建築士及び宅建建
物取引士として会社勤務をしながら家
業である農業を守り続け、退職後は農
業に専念しながら、土浦土地改良区の
役員として、運営や農御油の推進に貢
献している。
　また、現在、実施中の県営木田余地
区かんがい排水事業の地元調整の中心
的な役割を担っており、地域の信頼も
厚い。
　更に農業後継者の人材育成にも力を
注いでいる。
　このように幅広い知識と経験を有し
ている被推薦者は、農業委員として最
適であるので推薦いたします。

14 応募 萩島　一郎 55 男性 農業

H17年1月　萩島園芸にて就農
H18. 4. 1～　萩島園芸社長就任
R 1. 4　　農業経営士就任
R 2. 7～　現在　土浦市農業委員会委員
R 6. 5　　JA水郷つくば花卉部会長

花き 　畑　1,500a
認定農業者
（個人）

　市内農業を取り巻く状況が厳しく
なっている。特に耕作放棄地の問題や
農地集約等の題目を抱える土浦農業界
を農業者にとって良い報方向に導く助
力がしたいため

　農地最適化推進員を1期、農業委員を
2期務めた経験を生かして、尽力したい
と考えております。

11
団体
推薦

酒井　光 70 男性 農業

S50. 4　　茨城経済連入会
　　　　　県西支所園芸課
S60. 4　　東京事務所
　　　　　（神田市場駐在～太田市場駐在）
H 1. 4　　鹿行支所園芸課
H 6. 4　　JA土浦へ出向
H 7. 4　　県南支所園芸課
H 8. 4　　本所生産資材課
H12. 4　　県政VFS
（H14.4　全農と統合し、JA全農いばらきに改称）
H16. 4　　JA全農いばらき販売企画部
H24. 4　　JAグループ茨城　県域営農支援センター
H26. 4　　水戸中央青果㈱へ出向　常務取締役
H29. 6　　水戸中央青果㈱産地開発室長
R 7. 5　　水戸中央青果㈱退社
R 7.12～　現在　新治土地改良区監事

水稲
　田　66.6a
　畑　45.4a

非該当

　茨城県経済連入会後、又、全農との
統合後を含め約40年間を園芸販売業務
に携わり、川上と川下を結ぶコーディ
ネート役を中心とした業務を行って来
ました。直販事業にも携わり、全農い
ばらきのポケットファーム牛久店の開
店も行って来ました。
　後半は、水戸中央青果㈱へと出向に
なり、直接生産者や仲卸、大手の量販
店バイヤー様との交流も活発に行い、
従来の経験をさらにアップする事も出
来ました。市場においては、若手生産
や新規就農者等へのアドバイス等も行
うことができたと考えます。
　今後は、市内生産者と関わりを持ち
ながら、園芸作物のみならず、普通作
に対しても目を向けながら、地域農業
発展に少なからず寄与できると考えま
す。
　これまでの私の経験を活用して頂き
たく宜しくお願いいたします。


